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福岡地裁小倉支部で争われてきた泉南型

アスベスト国賠訴訟は、遅延損害金の起算

日を巡り和解に至らず、３月 12日に判決

が言い渡された。

2017 年４月 11日に提訴したＡさん（肺

がん）の事件と 2017 年５月 23 日に提訴

したＢさん（肺がん治療中）の事件は、こ

の間、福岡地裁小倉支部で争われてきた。

遅延損害金の起算日について、原告は肺が

んの発症日か遅くとも肺がんの確定診断日

と主張し、国側は労災認定日であると主張

し、約２年間に渡り争いが続いてきた。

損害が発生するのはいつか

大阪泉南アスベスト国家賠償訴訟の第 1

陣及び第 2陣について、最高裁は国の責

任を認める原告勝訴の判断を行った。これ

により、大阪泉南地域にとどまらず、石綿

製品製造工場で働いた労働者やその遺族

が、国に対して訴訟を提起し、一定の要件

を満たすことが確認された場合には、国

から損害賠償金が支払われることになっ

た。賠償金の額は、石綿関連疾患の種類と

症状に応じて異なるが、国は賠償基準額の

2分の 1を限度として責任を負う。また、

基本慰謝料に加えて、弁護士費用と遅延損

害金についても支払われる。

今回問題となっている遅延損害金の起算

日について、最高裁は「不法行為に基づく

損害賠償債務は、損害の発生と同時に何ら

の催告を要せず遅滞に陥る」と判示してお

り、泉南アスベスト国賠訴訟の判決（大阪

高裁平成 25年判決）では、石綿肺の場合

は「（最も重い）じん肺管理区分決定日」、

肺がんの場合は「肺がんの確定診断日」、

びまん性胸膜肥厚は「労災保険支給決定

日」、石綿関連疾患で死亡した場合は「死

亡日」が損害の発生日としている。

ところが国は、ＡさんとＢさんに和解案

を提示した際に、「労災認定日」を遅延損

害金の起算日として提案してきた。そのた

泉南型アスベスト国賠訴訟
遅延損害金の起算日を巡り
初の判決

ひょうご労働安全衛生センター事務局長　西山　和宏
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遅延金起算日問題

め原告は、肺がんと診断されてから労災が

認定されるまでの間に損害が発生していな

いとの見解は不合理であり、泉南判決に

従って「肺がんの確定診断日」にするよう

求めた。しかし国が拒否したため、判決を

迎えることになった。

原告と被告・国の主張

まず、大阪高裁平成 25年判決における

遅延損害金の起算点についての解釈であ

る。原告は、「石綿肺は行政上の決定がな

ければ罹患自体が通常は認め難く、かつ、

特異な進行性の疾患であるから『最も重い

行政上の決定を受けた日』を損害発生日と

判示した。肺がんに罹患した事実は、行政

上の決定によるまでもなく、医療機関にお

ける病理組織検査等により認定することが

可能」と主張。国は、「肺がんを含めた全

ての石綿関連疾患について、その損害が最

も重い行政上の決定日又は石綿関連疾患に

よる死亡日」であると主張した。

また、大阪高裁平成 25年判決では、肺

がん生存原告の損害発生日を「肺がんの確

定診断日」としているが、国の主張は「大

阪高裁判決がそのように判断した理由は明

らかではないが、労災認定日となる復命書

の決済印の日付が判読不能のために例外的

にしたもので一般論を示したものではな

い」と主張した。

さらに原告は、医師による確定診断によ

り肺がんの損害発生を認めることができる

と主張したのであるが、国は「確定診断の

みでは、石綿に由来する肺がんであること

は明らかではない」と主張していた。

病気を発症した時から損害がある

Ａさんの場合、2008 年９月 26日に「肺

がんの疑い」と診断され、11 月７日に病

理組織診断により「肺腺がん」との確定診

断を受けた。その後、2008 年 12 月４日

に労災申請を行い、労災認定されたのは

2010 年２月９日であった。肺がんを発症

してから労災認定まで約 16ヶ月の時間を

要している。

Ｂさんの場合は、2014 年９月 24 日に

「右中葉肺がん」と診断され、10月 15 日

に病理組織診断により「肺扁平上皮がん」

と診断された。2015 年３月 17 日に労災

申請を行い、６月 18 日に労災認定され

た。肺がんを発症してから労災認定まで約

10ヶ月かかっている。原告の二人は、「肺

がんと分かり、組織検査をし、手術をし、

労災認定される前から痛みや苦しみはあっ

た」「労災請求が認定されないと損害が発

生しないとする国の主張は誤りである」と

訴えてきた。

これまでにも、全国各地の裁判所に提起

された泉南型アスベスト国賠訴訟におい

て、肺がんや中皮腫の治療中の原告につい

て、遅延損害金の起算日を巡る争いが続い

てきた。しかし、被災者である原告には、

時間的な猶予は無く、国の誤りを指摘しつ

つも、泣く泣く国の提案する内容で和解す

るケースが続いてきた。

今回もＢさんは、今年の年明けに肺がん

が再発し、2月 28 日に急きょ手術を受け
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ることになった。そのため、早期の解決を

希望され、3月 12 日にやむなく国の提案

に応じて和解することを決断されたので

あった。

起算日は肺がん発症日

遅延損害金の起算日について裁判所は

「原告（Ａさん）について肺がんの発症が

認められる平成 20 年９月 26 日と認める

のが相当である」と判断し、「肺がんにつ

いては、損害の発生を認定するに当たりじ

ん肺管理区分認定や労災保険給付決定など

の行政上の決定が必要であるとは認められ

ない」として国の主張を全て退けた。

判決後の記者会見において原告のＡさん

は、「労災認定日はあくまで事務処理が終

わった日。病気を発症したときから体調不

良や手術による痛みはあった。認められて

嬉しい」と語った。これまでの泉南型国賠

訴訟においては、遅延損害金の起算日を労

災認定日とする和解が定着しており、今後

の訴訟に影響を与えると考える。

判決の翌日、「中皮腫・アスベスト疾患・

患者と家族の会」と全国各地のアスベスト

訴訟弁護団との連名で、厚生労働省と法務

省に対して「控訴しないこと」等を求める

要請を行った。当日は、遅延損害金の起算

日をめぐり神戸地裁と広島地裁で争いが続

いている原告の二人も出席し、早期解決を

訴えた。

神戸地裁の原告Ｃさんの場合、2012 年

３月に肺がんが疑われ、病理組織検査の結

果４月 25日に「肺腺がん」と診断された。

労災申請を行ったのは 2015 年１月 19 日

で労災認定されたのは 2015 年６月９日で

あった。Ｃさんは、若い頃に石綿製品を製

造する会社に勤務していたが、僅か３ヶ月

であったために肺がんの原因が石綿だと気

付かなかったのである。国の主張によれば、

Ｃさんの場合は肺がんを発症しても約３年

間は損害が発生していないことになる。

要請行動で不合理さを訴えたが、国は 3

月 25 日に福岡高裁に控訴した。治療中の

原告をいつまでも苦しめる国の対応に怒り

を覚える。国の誤りを正すためには正しい

判決を積み重ねるしかないが、原告には時

間の猶予はない。今後の動きに注目してい

ただきたいし、更なる支援をお願いしたい。

遅延金起算日問題

安全
セン
ター
情報

全国労働安全衛生センター連絡会議（略称：全国安全センター）は、働く者の安全と健康のための
全国ネットワークとして、1990 年５月２日に設立されました。
①最新情報満載の月刊誌「安全センター情報」を発行しているほか、②労働災害・職業病等の被災

者やその家族からの相談に対応、③安全健康な職場づくりのための現場の取り組みの支援、④学習会
やトレーニングの開催や講師の派遣等、⑤働く者の立場に立った調査・研究・提言、⑥関係諸分野の
専門家等のネットワーキング、⑦草の根国際交流の促進、などさまざまな取り組みを行っています。
「労災職業病なんでも相談専用のフリーダイヤル：0120-631202」は、全国どこからでも無料で、
最寄りの地域センターにつながります。
「情報公開推進局ウェブサイト：http://www.joshrc.org/~open/」では、ここでしか見られない
情報を満載しているほか、情報公開の取り組みのサポートも行っています。

●購読会費（年間購読料）：10,000 円　●一部：800 円
●お申し込み：全国労働安全衛生センター連絡会議
　Tel:03-3636-3882 Fax:03-3636-3881  URL: http://joshrc.info/
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たか

その 28：墜落制止器具 2

被災のおそれがある危険な仕事

とても危険な仕事で、可能な限りの安全

対策を講じて、相当の注意を払っていても

被災するおそれがある。

この社会の中でそういう仕事はある。た

とえば警察官や消防士、自衛官なんていう

ような、場合によっては命の危険も伴いそ

うな場面での仕事が期待されている職種は

そのうちに入るだろう。当然、生命の危険

から身を守る現場での判断基準も、可能な

限り明確にし、それでも万が一、被災した

人やその遺族には普通の公務災害補償以外

に特別な給付や賞じゅつ金という弔慰金が

あり、死亡したら普通二階級特進となり、

退職金などの給付金額にも反映することに

なっている。

それでは、特別な職業以外の普通の職場

で、明らかに被災のおそれがあっても行う

作業というのはあるだろうか。あってはい

けないし、もしあったらその仕事は、他の

作業と同様の充分な対策が講じられない限

り放棄すべき…というのは、リスクアセス

メントをやった後の措置で出てきそうだ。

しかし実際の職場で、こういう場面があり

得る。

また、低線量であっても被ばくを前提と

した放射線下作業も将来の発がんという健

康影響を考えるとこうした作業に含まれる

だろう。ただここで取り上げるのはもっと

どこにでもあり得る普通の仕事だ。

墜落制止用器具の例外？？

前号「安全のきいわあど」で取り上げた

高所作業のなかにその作業はある。

労働安全衛生規則の改正により、この４

月１日よりこれまでの胴ベルト型の「安全

帯」ではなく、「墜落制止用器具」（正確に

は「墜落による危険のおそれに応じた性能

を有する墜落制止用器具」）の使用が義務

付けられることになった。その墜落制止用

器具はフルハーネス型が原則で、場合に

よっては従来の一本つりの胴ベルト型も認

められる。しかし、柱上でロープを柱に回

しがけし、それに身体を委ねて作業をする

Ｕ字つりの胴ベルト型は「墜落制止用器具」

とはみなされなくなった。

しかし、林業でみられる立木上の相当な

高所で行う高所作業では、フルハーネス型

や一本つりを使おうにも、フックをかける

構造物が存在しないことがある。

労働安全衛生規則で「墜落制止用器具」

の使用を義務づけながら、こういう例外が

あるということを前号では指摘した。そし

て、「墜落制止用器具の安全な使用に関す

るガイドライン」（平成 30 年６月 22 日付

け基発 0622 第２号）にこの問題への言及

がないとしていた。しかしこれは誤りで次

のような解説がされている。
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「第４ 墜落制止用器具の選定

４ 昇降・通行時等の措置、周辺機器の使用

（１）墜落制止用器具は、作業時に義務付

けられ、作業と通行・昇降（昇降用の設備

の健全性等を確認しながら、昇降する場合

を含む。）は基本的に異なる概念であるこ

と。また、伐採など、墜落制止用器具のフッ

ク等を掛ける場所がない場合など、墜落制

止用器具を使用することが著しく困難な場

合には、保護帽の着用等の代替措置を行う

必要があること。」（傍線筆者）

新たに規定した墜落制止用器具を使用で

きない高所作業の存在を認めたうえで、そ

の場合は代替措置をとることとしているわ

けだ。ただその代替措置が、保護帽だけと

いうのは、考えてみれば恐ろしい話ではな

かろうか。万が一の場合でも大丈夫という

のが墜落制止用器具であって、それが無理

なら墜落はしょうがないから最後の最後に

保護帽というのは作業者にとってみると落

差がありすぎるのだ。

で、このガイドラインのもととなった「墜

落防止用の保護具に関する規制のあり方に

関する検討会」（平成 29 年６月 13 日）の

記述を確かめてみる。ガイドラインと同様

の記述があり、その「代替措置」の注釈と

して次の説明が加えられている。

「注３：従来、『労働者に安全帯等を使用さ

せる等』の『等』には、荷の上の作業等で

あって、労働者に安全帯等を使用させるこ

とが著しく困難な場合において、墜落によ

る危害を防止するための保護帽を着用させ

る等の措置が含まれるとされている。」

たしかに労働安全衛生規則の条文は、「…

労働者に要求性能墜落制止用器具を使用さ

せる等墜落による労働者の危険を防止する

ための措置を講じなければならない。」（第

518 条第２項）と、「等」がひっついている。

だからといって、保護帽が墜落防止の代替

措置になり得るのだろうか。

つい最近も、筆者は今回の安衛則改正に

ついて説明をしたところ、貯水槽の清掃作

業に携わる作業者から質問を受けた。２ｍ

を超える高さの貯水槽の上部に上り、作業

をする場面があり、この場合は明らかに安

衛則でいう墜落制止用器具が必要な高所作

業になると思うが、貯水槽の形状や作業の

頻度を考えると使用は不可能だと思うが、

この場合は違反になるのかというものだ。

もちろん条文の「等」の話を説明し、厚

生労働省の説明は、代替措置として保護帽

を…という答えになるのだが、お互いにな

かなか腑に落ちない結論になってしまうの

だ。

求められる作業に応じた
安全設備設置マニュアル

墜落・転落は死亡災害の型別発生状況

で、26％を占めている（2018 年）が、建

設業に限ると死亡災害の 47％を占めてい

るという。さらに墜落災害の特徴を分析し

てみると、「屋根、屋上から」と「スレート、

波板の踏み抜き」という屋根上作業での墜

落災害が 22.9％と最も多くなっていると

いう（2015 年）。

これは、工期や経費の関係から屋根の上

に作業床を設置できず、墜落制止用器具に
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○屋根勾配が6/10以上の場合など、屋根面を作業床としてみなすには不適切な場合は、屋根用足場などの
作業床の設置が必要です。

○大量の資材で屋根面の多くが覆われてしまう場合などは、適切な作業床を確保するための措置が必要です。

○墜落防止対策の他、立入禁止区域の設定など飛来物災害を防止する措置も併せて行うことが必要です。

安全ブロックのストラップが
適切に機能することを確認
してから、安全帯のD環へ
取り付ける。そのあとで、
スライドをD環から取り外す。

※ストラップの変形・損傷の
有無やロック機能について、
使用前に必ず点検しておく。

フック金具ウェイトバケット

＜主綱固定器具の例＞

操作棒を使って、ガイドボール付きの
パイロットラインを屋根上に通す。
次に、強固な構造物やウェイトバケット
などに一端を固定した主綱をパイロット
ラインと仮固定する。

スライドを主綱に連結し、
はしごを昇り屋根上に上がり、
屋根棟付近で安全ブロックを
主綱に連結する。

スライド

墜落防護が可能な
方向と自由に移動
する方向があるので、
使用前に確認する。

パイロットライン

操作棒
ガイド
ボール

ウェイトバケット
（主綱固定用）

屋根上での作業を始める前に墜落防止対策の要となる、一本目の垂直親綱（主綱）を設置します。
主綱の設置方法の1つは、地上から操作棒を使うやり方です。この方法では、作業開始前（はしご
昇降前）から作業終了時まで、作業者の地上への墜落阻止が期待できます。

❶ ❷ ❸

❹

パイロットラインと仮固定
した主綱を手前側へ引き戻し、
屋根上を通した主綱を強固な
構造物・樹木などに固定する。

ウェイトバケット
（主綱固定用）

※ウェイトバケットの重量は、
この親綱を利用する作業員の
体重程度以上を目安とする。

はしご昇降時は、はしご上方と
脚部を固定する。困難な場合は、
しっかり支える。はしご上端は
60cm以上出し、脚部は平らで、
めりこみのおそれのない状態に
して使用する。

垂直親綱（追加分）
複数の作業員が作業する場合には、
人数分だけ追加する。

安全ブロック

ウェイト
バケットによる
主綱固定の例

主綱
最初に屋根上に
設置する垂直親綱

親綱固定ロープ
主綱（垂直親綱）の脱落を
防ぐもの。けらばに近づく
場合は必要。

フック金具による
主綱固定の例

フック
金具

フック
金具

フック
金具

フック
金具

［作業手順］

垂直親綱（主綱）の設置方法 ① 地上からの主綱の設置のしかた

［操作棒を使った地上からの主綱設置の例］

（厚労省リーフレットより）



関西労災職業病 2019.5 No.4998

ついても取付設備を配置せず、結局は何ら

の対策も講じないままの被災になってし

まったという事例が多いからだ。

まさに安衛則の「等」による保護帽以外

の対策がないままで重大災害が多発してい

るということになるわけだ。

これについては、2015 年に建設業労働

災害防止協会が「足場の設置が困難な屋根

上作業－墜落防止のための安全設備設置の

作業標準マニュアル」を策定している。墜

落制止用器具を使用できるように安全設備

設置の手順を誰にでもわかるように図解で

説明するものとなっている（前ページ図参

照）。

原因が明らかで重大な労働災害が多発し

ているという状況に、具体的な作業標準の

周知を図ることはきわめて大切なこととい

えよう。

同様な状態にある作業としては、はじめ

に書いた林業の立木上作業のほか、大型ト

ラックの積み荷上での作業があげられる。

また、貯水槽のような構造物に上る作業な

ど、高所作業で安全対策を明確にして周知

するような対策が今後も求められていると

いってよいだろう。

https://asbesto.jp/

中皮腫患者による、中皮腫患者のための情報発信、
交流の場！！
お問い合わせは、0120-310-279　中皮腫サポートキャラバン隊
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死ぬまで元気です
　Vol.13　右田 孝雄

こんにちは、中皮腫サポートキャラバン

隊で日々日本中を駆け回りながら、2週間

に１度オプジーボを継続中です。途中すっ

たもんだしながらも頑張って現在 15 回目

を投薬いたしました。

さて、私が栗田英司さんと共同代表を務

める「中皮腫サポートキャラバン隊」です

が、4月6日に静岡県男女共同参画センター

「あざれあ」にて初の主催イベント「中皮

腫サポートキャラバン隊 in 静岡」を開催

しました。静岡県は栗田さんの生まれ故郷

で、以前からキャラバン隊で行きたいねと

言っていた場所なんです。栗田さんが静岡

県立病院に入院していることもあり、静岡

なら栗田さんも講演が可能ということで、

一月前に企画し急遽実施にこぎ着けまし

た。

準備期間が一月ということもあり、開催

場所、懇親会会場、事前準備などにたくさ

んの協力を得てどうにか当日を迎えること

ができました。周知もほとんど私のブログ

と中皮腫ポータルサイト「みぎくりハウス」

で行なっただけでしたので、集客はスタッ

フを入れても 40 人来ればいいところだろ

うと最大 63 人の部屋を取っていたのです

が、受付を始めてびっくりでした。なんと

開始前には 60 人を超していて、最終的に

中皮腫患者 15 人を含む 64 人もの方々が

参加してくれました。

体調を考えて一時外出で病院から駆けつ

けた栗田さんには、最初に好きなだけ話し

て下さいと伝えていたのですが、実に 40

分も立って話され、彼の闘志を感じました。

病院で療養しているときには考えられない

目の輝き、そして頭の回転力、聞き手を引

きつける話し方は元気な時を彷彿させるも

のでした。途中で「座って」とジェスチャー

を送ってもお構いなしにどんどん話を進め

る辺りは、彼のこだわりさえ感じました。

「アスベスト被害・中皮腫患者の生き方」

という題名で、（１）自分自身の心に芽生

えた気持ち、（２）中皮腫患者特有の困難、

（３）目標設定を工夫する、（４）キャラバ

ン隊活動をどのようにとらえるか、（５）

最期に、という順にここ数年での闘病中で

の栗田さんの心境の変化や状況、今後のこ

とを自らの集大成のようにお話しされ、終

わったときには参加者から惜しみない拍手

が送られました。私は栗田英司という人間

と出会えたことでここまで来れたと思って

います。私にとって彼はまさに人生最高の

相棒です。これからもゆっくり療養しても

らいながら色々やりたいことを一緒にやっ

ていきたいと思います。
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彼の講演の後は私が作詞した「中皮腫サ

ポートキャラバン隊」のテーマソングを、

彼や今闘病中の方々に届けたい一心で初披

露しました。

「中皮腫サポートキャラバン隊」は第２

章が始まったばかりです。まだこれから患

者さんやご家族のためにやりたいことを皆

さんの協力を得てやっていきますので、ま

すますの応援よろしくお願いいたします。

（栗田さんの講演動画は https://asbesto.jp/

でご覧ください）

「余命」１年と告げられ 18 年後の今
を生きる「中皮腫」患者の闘病記録

栗田　英司　著

■出版社：星湖舎
 http://sksp.biz/index.html
■体裁：四六判、本文 184 頁、ソフトカバー
■定価：本体 1500 円＋税
 ISBN978-4-86372-097-8 C0095

●「中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会」会員
●「日本肺がん学会」ガイドライン検討委員会胸膜中
皮腫小委員会委員

【お問い合わせ】
関西労働者安全センター
　TEL:06-6943-1527
　FAX:06-6942-0278
　mail to:koshc2000@yahoo.co.jp

「中皮腫サポートキャラバン隊」として、日本全
国のアスベスト疾患患者のピアサポート活動に邁
進する栗田英司氏。

33 歳の時に「上皮型悪性腹膜中皮腫」との診
断を受け、余命 1 年と宣告されたにもかかわら
ず、その後 18 年を今も前向きに生き続ける。中
皮腫の診断イコール余命 1 年や 2 年などという症
例が多いなか、「希望の星」と称えられる著者、渾
身の闘病記です。くわえて、著者以外の、長期生
存や元気に生活する 6 人の中皮腫患者へのインタ
ビューもあわせて掲載。病と向き合い、闘うため
のヒントを多く得ることのできる、貴重な書です。

栗田さん（左）と著者
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韓国からの
ニュース
■過労による経済的負担は７兆ウォン
９日、韓国保健社会研究院が韓国雇用情報

部の高齢化研究パネル１～６次資料を分析し

て、長時間労働とうつ病・脳心血管疾患の相

関性を調べた「過労による韓国社会の疾病負

担と対応方案」によれば、長時間労働は心血

管疾患発生の危険を 47.7% 増加させ、精神

疾患発病の危険を 28.8%、死亡の危険を 9.7%

高めるとされた。労働時間が週 53 ～ 60 時

間の長時間労働者の脳心血管疾患発生の危険

比率は、週 35 ～ 40 時間働く労働者に比べ

て 1.99 ～ 2.09 倍高いと調査された。

これを経済的費用に換算したところ、週

60時間以上の長時間労働による疾病負担は、

３兆 3600 億～５兆 5800 億ウォンと推計さ

れた。また交代勤務のような非標準勤務時間

による疾病負担は、２兆 1200 億ウォンと推

定される。長時間労働と交代勤務など、過労

による疾病負担は年間５兆～７兆ウォンに達

すると計算された。

研究を担当した保健社会研究院の副研究委

員は「過労による健康問題を防止するための

最も根本的な代案は、過労そのものを減らす

こと」と強調した。過労に対する産業災害補

償の認定基準を緩和し、保険給与の保障性を

拡大すべきだという提案し、「疾病の発生原

因と関係なく、苦しむ労働者に普遍的な所得

を保障する傷病手当て制度のようなシステム

を準備すること」も注文した。2019 年４月

10 日　毎日労働ニュース　キム・ミヨン記

者

■仁川空港の手荷物処理施設の労働者の肺が
ん、初めての産災認定
公共輸送労組仁川空港地域支部によれば、

勤労福祉公団は先月 29 日、17 年間仁川空

港の手荷物処理施設で働き、肺がんの判定を

受けたＡさんが産業災害と認定された。

Ａさんが働いた仁川空港１ターミナルの地

下手荷物処理施設では、仁川国際空港公社の

子会社所属の労働者 500 人余りが働く。Ａ

さんは 17年間、地下で施設管理業務を行い、

2017 年 12 月に肺がんと判定された。Ａさ

んの肺がんを診断した病院は、作業環境有害

要因ばく露評価報告書で「作業環境試料を分

析した結果、２個の試料はばく露基準を超過

した」とし、「長期間高濃度の粉じんに周期

的にばく露し、呼吸器系に否定的な影響を及

ぼす可能性があると評価される」とした。実

際にＡさんと同じ場所で清掃作業をした労働

者は、粉じんに接触した顔面全体に紅斑・発

疹・かゆみなどを訴えていたと判った。

支部は「手荷物処理施設の労働者の作業環

境で、粉じんによる肺がんの発病が労災と承

認されたのは初めて」で、「仁川国際空港公

社が一緒に再発防止対策を作ることを求め

る」と話した。2019 年４月 10 日　毎日労働

ニュース　イ・ウンヨン記者

■元請け・下請け産業災害統合管理の効果が
明らかに
下請け労働者の災害死亡を減らすために、

今年から施行されている元請け・下請け産災

統合管理制度が効果を挙げているという研究

結果が出た。

元請け・下請け産災統合管理制度は、元請

けの事故死亡万人率によって、元請け・下請

けを合わせた事故死亡万人率が高ければ、元

請け事業場の情報と元請け・下請けを合わせ
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た死亡災害を公表する制度だ。昨年、常時労

働者１千人以上の製造業・鉄道運送業・都市

鉄道運送業で施行され、今年からは 500 人

以上の事業場に拡大された。昨年 12月の泰

安火力発電所の非正規職キム・ヨンギュンさ

んの死亡事件を契機に、来年からは発電業・

送配電業・電気販売業といった電気業種にも

適用される。公共機関は 500 人未満の事業

場でも施行する。

安全保健公団傘下の産業安全保健研究院の

「元請け・下請け産業災害統合統計算出」に

よれば、昨年から元請け・下請け産災統合管

理制度を導入した１千人以上の元請け事業者

が、下請けの安全管理を強化した。

研究院が 103 事業場を対象に実施したア

ンケート調査で、85.5% が「制度施行後、下

請け業者に対する安全管理と監督を強化し

た」と答えた。「下請け業者の安全教育が強

化された」と答えた事業場は 78.6% だった。

元請けの 73.8% は「安全規定、またはマニュ

アルを強化した」とし、71.8% は下請け業者

の災害発生時の報告規定を厳しくした。

制度を施行した元請けと下請けでは、死亡

事故が減っているという調査結果も出た。研

究院が勤労福祉公団の産災保険加入事業場と

療養申請の電算資料を分析したところ、制度

を施行中の１千人以上の元請け 88ヶ所とそ

の下請け業者を合わせた事故死亡万人率は、

2017 年の 0.32 から昨年の 0.08 に、大幅に

減少した。雇用労働部の産災報告資料を基準

にすれば、同期間に0.23から0.12に減った。

研究院は報告書で「元請け・下請けの産災

のレベルを評価できない限界はあるが、下請

け業者に対する元請けの管理が向上したこと

を知ることができる」とし、「早急な制度定

着のために、事業場の努力と政府の持続的な

モニタリング・改善作業が必要だ」と注文

した。2019 年４月 15 日　毎日労働ニュース　

キム・ハクテ記者

■「危険の外注化」防止の改正「産安法」、
下位法令は後退
パク・ファジン雇用部労働政策室長はこの

日、昨年末に国会を通過して来年１月 16日

から施行される産業安全保健法の全面改正に

伴う下位法令の改正案を公開した。

まず無分別な下請けによる「危険の外注化」

を防ぐために、政府の事前承認を受けなけれ

ばならない構内下請けの範囲を「濃度１%以

上の硫酸・過酸・硝酸・塩酸の取り扱い設備

を改造・分解・解体・撤去する作業」と規定

した。改正法で労災予防義務を賦課した発注

者の範囲を「製造業などは常時労働者 500

人以上の会社、建設業は施工能力評価額順位

1000 社に入る会社」と決めた。加盟店数が

200 店以上の外食業とコンビニ業の加盟本

部も、設備と機械供給関連安全保健プログラ

ムを作って施行するようにした。

また、スマートフォン配達アプリを運営す

る管理者に、配達労働者の運転免許とヘル

メットなど、保護具の保有の有無を確認する

ようにし、安全運行のための措置義務を賦課

した。建設現場の事故の時、元請けの責任を

問うことができる賃貸機械の種類は、タワー

クレーンを始め、建設用リフト、抗打機、ハ

民主労総、故キム・ヨンギュン市民対策委、パノリムなど、
市民社会団体の会員たちが 22 日午前、大統領府の前で、
危険の外注化禁止の約束を破棄する産業安全保健法の下位
法令を糾弾した。Ⓒキム・ミョンジン記者
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ンマーの４種類を選定した。パク室長は「建

設工事の請負人がレンタル業者と合同で安全

点検を実施し、作業計画書の作成・履行の有

無を確認するようにした」と話した。

労働界は、下位法令の改正案が産災を減ら

すには極めて不充分で、安易だと批判した。

故キム・ヨンギュン市民対策委、民主労総、

パノリム、労働健康連帯などは、先ず、産

安法の全面改正案の国会通過を触発した西部

火力発電所の下請け労働者キム・ヨンギュン

さんが働いた電気事業設備の運転と設備の点

検・整備業務、緊急復旧業務が、政府の請負

承認の対象から脱落していると指摘した。政

府の承認なしで他の会社の事業場に行って働

ける構内下請けの範囲が依然として広いとい

う指摘だ。また、元請けの安全責任を強化し

た建設機械の種類にも、掘削機、トラック類、

移動式クレーン、リフト車など、多くの事故

を起こす機械が除外されて実効性が疑われる

と指摘した。

重大災害が起きた後に出される作業中止命

令を解除するために、会社が解除を申し込め

ば、勤労監督官が現場を確認して、４日以内

に作業中止解除審議委員会を開いて解除の有

無を決めるようにした改正案も、「拙速審議

と解除に繋がる」ものと憂慮されるとして、

「労組推薦専門家の委員会への参加を保障す

ること」を要求した。2019 年４月 23 日　ハ

ンギョレ新聞　チョン・チョンフィ記者

■今年「最悪の殺人企業」にポスコ建設
キャンペーン団は 24 日、ポスコセンター

の前で記者会見を行い、「ポスコ建設は昨年

に産災死亡が最も多く発生し、亡くなったの

は全部下請け労働者であった」として、会社

を今年最悪の殺人企業に選定したと明らかに

した。ポスコ建設の次は、セール電子 ( 下請

け労働者４人など９人 )、ポスコ ( 下請け労

働者５人 )、大林産業 ( 下請け労働者４人な

ど５人 )、韓火 ( ５人 ) 等で死亡した労働者

が多かった。「最悪の殺人企業」は、１年間

に産災死亡が最も多く発生した企業に、民主

労総と労働健康連帯、毎日労働ニュースが

参加するキャンペーン団が、雇用労働部が

発表する重大災害発生報告資料を整理して、

2006 年から選定してきた。

ポスコ建設では、昨年３月２日に釜山の海

雲台エルシティー新築工事現場で、建築資材

が落ちて下請け労働者４人が亡くなり、仁川

の松島国際都市新築工事現場、忠南の瑞山化

学団地増設工事の現場、釜山のトンネル工事

現場などでも死亡事故が相次いだ。2015 ～

2017 年にも 13 人が亡くなっている。

また韓国西部発電と保健福祉部を特別賞に

選定した。韓国西部発電は昨年末、泰安火力

発電所でキム・ヨンギュンさんが亡くなり、

その以前も８年間で 11 人の労働者が亡く

なっている。また、保健福祉部には、看護師・

医師など、病院労働者の続いた過労死、過労

自殺、職場いじめによる自殺などが「病院事

業場の構造的な問題、人員問題」なのに、こ

れを正しく解決できない責任を問うとした。
2019 年４月 24 日　ハンギョレ新聞　チョ・

ヘジョン記者

 （翻訳：中村　猛）
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中皮腫労災認定するも、
平均賃金の不当定額問題
自庁取り消しから再決定

堺→岸和田→堺

本誌２月号で報告した中
皮腫で労災認定された 50
代男性電気工Ｔさんが、労
災認定されたはいいが、想
定より著しく低い給付基礎
日額（平均賃金）にされた
問題。
支給決定したのは岸和田
労基署。
もともと労災請求を受け
付けたのは、Ｔさんの最終
ばく露職場となったＳ電気
商会を管轄する堺労基署。
この堺労基署がＴさんの

「Ｓ電気商会での仕事で石
綿ばく露したはずだ」とい
う申し立てを、ずさんな調
査によって否定。17 年前
に離職したＮ電気工事店を
最終職場と判断し、ここを
管轄する岸和田署に書類を
送って岸和田署が支給決定
を行ったのだが、当時の賃
金記録がないために賃金統
計に基づく平均賃金決定が
なされた。

この額が、発症直前にＳ
電気商会で支給された給与
に基づく平均賃金計算額の
半分近いものだった。
支給決定後、岸和田署に
Ｔさんに同行して「どうし
てそのようなことになった
のか？」について説明を聞
いたところ、これはどうも
大変おかしいぞ、というこ
とになった。
Ｔさんが改めて詳細な報
告書を１月 22 日に岸和田
署に提出し、担当者と労災

課長に対して是正を求め
た。
ここまでが、前号までの
いきさつだ。
Ｔさんの報告書というの
は、Ｓ電気商会のときに従
事した堺市関係の現場で
「石綿がある」と会社から
言われた現場で石綿含有箇
所と思われるところをドリ
ルで穴をあけるなど作業を
おこなったということにつ
いて、その現場の写真を撮
りに行き、説明を付した内
容であった。現場は、堺市
の大浜高層住宅。
岸和田署に報告書を提出
して再調査をもとめるとと
もに、堺市の担当部局に行
き、大浜高層住宅での工事
の説明をもとめた。工事資
料や、石綿含有ということ
が真実であれば（Ｔさんは
あくまで会社から聞いてい

大浜高層住宅（Tさん撮影）
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ただけ）あるであろう石綿
分析報告書を開示してくれ
と申し入れたのだ。
これに対して堺市はごく
短期間に該当資料や石綿分
析報告書（石綿含有あり）
を提供してくれたので、そ
の足でとなりの合同庁舎３
階に入っている堺署労災課
を訪ね、西山労災課長と担
当者に入手した資料を示し
て「あなたたちはこれらの
資料を堺市から取り寄せる
という、当たり前の調査を
したのか？」と尋ねたとこ
ろ「していません」と答え
たので、Ｔさんといっしょ
に腹がたつやらあきれるや
ら、であった。
その場でコピーをさせた
が、労災課長は謝るでもな
く、再調査するというでも
なく、「岸和田署が決めた
ことですから」と言うばか
りであった。
岸和田署にも行ったとこ
ろ「堺からコピーを送って

きました」と呑気に話すの
で、「新たな資料を提出し
たのであるから、再調査し
て堺にもどしてくれ」と申
し入れた。
こうして岸和田署がよう
やく動くようになった。そ
の後、「審査請求もしとい
てださいね」という「あり
がたい」お話も労基署から
あって、さらに怒りはつ
のった。
岸和田署が自庁取り消し
しないという最悪の場合も
あるので無論、審査請求も
しておかざるを得ない。
ところが審査請求を受理
した審査官から「休業補償
支給決定処分の取り消しを
求める審査請求をしている
が、これはまちがいですよ。
平均賃金決定の取り消しを
求める審査請求を厚生労働
大臣にしなさい」という電
話が本人にあり、これも審
査官に「そういうこともあ
り得るけど、支給決定処分

そのものを取り消すという
審査請求でよいのだ！まわ
りのほかの審査官に聞いて
みろ！原処分庁とも話をし
ているからそっちにも聞い
てみろ！」というこれまで
経験したことのない話をさ
せられた。その後、その新
米審査官からは何の連絡も
ない。
なんでこんなにオカシナ
な人たちにあたるんだろう
か。
話をもどすと、堺市関係
ではもう一つ、大仙公園便
所改修工事があったので、
これについても大浜高層住
宅と同様に堺市から工事資
料と石綿分析報告書（石綿
含有あり）を入手したので
これも岸和田署に提出し
た。
堺市はこの件については
親切であった。私たちは労
基署が来たらよく説明して
くれとも頼んだ。その後、
岸和田署の複数の労災課員

大浜高層住宅石綿含有量調査結果抜粋
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が堺市を訪れたと聞いた
が、その後ほどなくして、
岸和田署が自庁取り消し処
分をおこない、堺にもどし
たという連絡を受けた。
ようやく本来の適正な平
均賃金に基づく堺署の支給
決定をいまかいまかと待っ
ていた年度末に近くなった
ころ、堺署の西山課長から
「局の方に話があがってい
るからもう少しかかる」と
いうおかしな話があり、こ
んどは４月にはいってす
ぐ、ナント「局から本省に
も協議した結果、やっぱり
審査請求でやってもらうこ
とになった、岸和田署の自
庁取り消しは（またこれを）
取り消しになります」とい
う前代未聞の電話がかかっ
てきた。
もはや大騒ぎにするこ
とを覚悟したのであった
が、数日して西山課長から
「やっぱり堺署で決め直す
ことにしました」との連絡
があった。
全然信用できないなかで
待っていたが、４月 15 日
付で岸和田署の変更決定
（本件保険給付について、
一旦当署において支給した
が、再調査の結果、最終ば
く露事業場が堺労働基準監
督署管内であると認められ

たため）、堺署の支給決定
がＴさんに送られてきた。
この間、岸和田署の支給
決定に関する資料が開示さ
れ、決定に至った調査復命
書を読むことができた。
堺署がこの件を岸和田署
に移送した理由が判明し
た。
「発症時に所属していた
Ｓ電気商会での石綿ばく露
は認められず、労働者とし
ての最終ばく露は岸和田署
管内のＮ電気工事店である
と認められる」ということ
だった。
堺署は、Ｎ電気工事店か
らＳ電気商会までの間の本
人が職歴申立書で述べた会
社に対して、「雇用関係お
よび石綿ばく露作業の有無
に係る確認調査について
（以来）」と題した簡易な調
査回答票を送付し、その回
答に基づいて、雇用関係が
あるかどうか、石綿ばく露
があるかどうかを判断して
いた。
事業主の回答によって、
労働者性や石綿曝露の有無
について本人の申し立てに
疑問が生じた場合でも、一
切本人には再聴取等は行わ
ないまま決定していた。
雇用関係については、質
問項目に「当該労働者の雇

用の有無」で有か無を回答
させ、無であれば、最後の
質問「7　当該労働者につ
いて」に飛んで、「雇用関
係ではなく請負関係であっ
た」か「全く知らない」の
２択で回答させる、という
ものだ。
労災保険における労働者
性の判断は、形式上や呼称
上、一人親方とされたり、
請負とされたりしている場
合は、実質的に使用従属関
係があるかどうかを慎重に
判断しなければならない。
しかし、堺労基署の調査
票はそうした観点がまった
く欠落している。
結局、堺署の岸和田署へ
の移送判断は、Ｓ電気商会
における石綿ばく露作業を
見落とした大きな誤り、と
いう点だけではなく、労働
者性判断などおけるきわめ
てずさん、安易な調査方法
という見過ごせない問題点
によって構成されていたこ
とがわかったのだった。
後者の問題点について
は、次号以降で改めて報告
したい。
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４月 20 日、泉南市の「泉
南石綿の碑」において「第
５回泉南石綿の碑記念式」
が開催され、泉南市と阪南
市の市長を含む 125 名が
集った。午後からは、111
名が参加しての賑やかな懇
親会、泉南アスベストの会
総会が行われた。過去最高
の参加者となった。
今年最大のトピックス
は、地元で石綿の危険性を
訴え続けた医師梶本政治氏
を記念する「アトリエ泉南
石綿の館」が開館したこと
だ。
政治氏の長男である梶本
逸雄氏が泉南アスベストの
会とともに、旧医院兼自宅
を解体新築するのに合わせ
その一角に建築したもの。

泉南アスベスト問題そして
アスベスト問題を発信する
拠点として、この日スター
トした。日本におけるアス
ベスト問題では初めての記
念・資料館となる。
懇親会の最後に逸雄氏の
娘さん（政治氏の孫）と夫
君があいさつされ、亡き政
治氏とアトリエ開館の思い
を話された。その中で紹介
された「聴診器を口で『は
あ～』と暖めて胸にあてて
くれる優しい祖父でした」
というエピソードは実に胸
を打つものがあった。

以下、アトリエ前に掲示
された「梶本政治医師由緒」
を紹介する。

梶本政治先生は 1953 年
旧信達町牧野（現泉南市）
のこの場所で、小さな内科
医院を開業した。以来 80
歳の没年まで、町医者とし
てこの地の医療に携わっ
た。
先生は、石綿紡織業に由
来する健康被害から目をそ
らさず、その危険性に警鐘
を鳴らしつづけた。当時盛
んだった石綿は泉南地域の
重要な地場産業だった。
欧米の文献を読みこな
し、そこで得た知見を各地
の医療機関、保健所、労基
署、食品・加工工場、自治
体、研究者に送りつけ、警
告を発した。先生がＢ４用
紙に綴り、妻タミエと子供
たちがガリ版印刷を手伝っ
た。膨大な手書きの文書が
今も残っている。
当時外国の文献は高価
だった。医院収入のかなり
の部分が取り寄せ費用を含
む資料代に費やされ、生活
は楽でなかったと聞く。旧
宅の畳の部屋は本の重みで
ゆがんでいた。
先生の行動は研究や医療
にとどまらなかった。工場
労働者と近隣住民に多発し
た石綿肺と肺がん。その悲
惨さを誰よりもよく知る先
生は、足繁く石綿工場を訊

アトリエ泉南石綿の館、開館
発信の拠点できる

泉　南

梶本逸雄氏
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ねて、直接工場主に危険性
を訴えた。
それは防じん設備の強化
だけでなく、時に操業を止

めるよう迫る内容
だったため、経営
者の強い反発を受
けた。当然に工場
内で役所ではた又
JRの駅頭で、数々
のトラブルを引き
起こすこととなっ
た。
寡黙で人付き合
いは苦手だった。
変人奇人扱いされ

ることもあった。しかし先
生の存在は、いま石綿被害
根絶のために闘う人々を限
りなく励ます。

　と同時に、先生がこの地
の住民の一人であったとい
う事実は、被害を知りなが
らここで生き、時に利を得、
沈黙したわれわれを、から
くも免罪してくれているよ
うに思う。
　原付バイクの後ろに茶色
の木箱を乗せて往診に回っ
ていた、ありし日の先生の
姿をなつかしみつつ、この
一文を捧げる。
2019 年４月 20日
泉南アスベストの会　有志

アトリエ泉南石綿の館の館内展示

2019 年 4 月 21 日　朝日新聞大阪版朝刊
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4月の新聞記事から
のスタントマンのアルバイト男性が交通事故の再現
中に、トラックにひかれた。男性は胸や腹を強く打ち、
７時間後に死亡した。男性は歩行者が道路の横断中
に車にはねられる事故の再現で、時速 10 キロで走行
するトラックのバンパーにしがみつき、安全に着地
する想定だったが、失敗して地面に落ち、車体下に
巻き込まれた。

  高知県聴覚障害者情報センターに勤務して
いた手話通訳士の女性が、業務でうつ病になったと
して労災認定を求めた行政訴訟の判決があり、高知
地裁は発症と業務の因果関係を認め、高知労働基準
監督署の不支給処分を取り消すよう命じた。女性は、
センターに採用された直後から睡眠状態が悪くなり
2012 年 8 月から 13 年 1 月まで休職した。裁判長は
女性に通訳業務が集中し、対外的な交渉までしたが
上司の支援が得られず、孤立したと指摘した。

4/14 「三菱総合研究所」が厚生労働省の補助金
を受けて今年２月に行った実態調査で、訪問介護
のヘルパーの約半数が利用者からのハラスメント
の被害を受けた経験があることがわかった。「訪問
介護」や「特別養護老人ホーム」などの介護現場
で働く１万人余りが回答した。被害の内容は「精
神的暴力」が 81％、物を投げつけるなど「身体的
暴力」42％、「セクハラ」37％だった。ハラスメ
ントを受けて仕事を辞めたいと思ったことがある
人は約３割に上った。シンクタンクは被害を防ぐ
ための事業所向けのマニュアルも作成、複数で訪
問することや何がハラスメントに当たるかあらか
じめ利用者に伝えること、悪質なケースは契約を
解除することなど対応策を示している。

4/16 肺の病気で 2015 年に亡くなった男性につい
て、原因は漁船に乗っていた頃のアスベスト被曝に
あるとして、長野県に住む長男がマルハニチロ（旧：
大洋漁業）に 3850 万円を求めて、東京地裁に提訴し
た。男性は 1948 ～ 1979 年までの 30 年以上、機関
士として捕鯨船などに乗船し、船舶の保守点検など
に携わった。

4/20 大阪府吹田市の薬局に勤めていた女性が 2016
年に自殺したのは、社長や上司らのパワハラが原因
として、遺族が運営会社や社長らに計約 8800 万円の
損害賠償を求める訴えを大阪地裁に起こす。14 年 10
月から正社員として調剤薬局で勤務。翌年３月から
社員旅行の幹事を担当したが、他の幹事２人が退職
したため、ほぼ 1 人で準備し、帰宅が午前０時を過
ぎることもあった。８月にうつ病と診断され、会社
側と休職について話し合う予定だった 16 年１月４日、
出勤前に命を絶った。遺族は 16 年 11 月、茨木労働
基準監督署に労災を申請。労基署は労災と認めなかっ
たため、再審査を請求している。

4/25 厚生労働省は、過労死の労災請求などがあっ
た全国 8494 事業所を対象に昨年 11 月に実施した集
中取り締まりで、33％に当たる 2802 事業所で違法な
残業があり是正を勧告したと発表した。うち 868 事
業所で月 100 時間超の残業をしていた労働者がいた。
残業時間が月 150 ～ 200 時間だったのは 142 カ所、
月 200 時間超も 34 カ所あった。

4/1 KDDI は、入社 2 年目の 20 代社員が 2015 年
９月に自殺し、2018 年５月に労災が認定されたと発
表した。自殺した社員には、1 カ月 90 時間を超える
時間外労働時間があった。同社は労働基準監督署か
ら、長時間労働およびサービス残業に関する是正勧告
を 2017 年９月に受け、さらに、該当社員にかかるサー
ビス残業についての是正勧告や労働時間管理・メン
タルヘルス対策の改善についての行政指導を 2018 年
６月に受けていた。2017 年 11 月には社員 4613 名に
総額約 6 億 7000 万円の未払い賃金を清算した。

  岐阜県関労働基準監督署は労働者死傷病報告
を遅滞なく届け出なかったとして、㈱中川組（各務
原市）と同社の代表取締役を労働安全衛生法第 100
条（報告等）違反の疑いで岐阜地検に書類送検した。
昨年８月美濃加茂市内の長良川鉄道線路脇の草刈り
工事現場で、同社の労働者がのり面の草を草刈機で
刈っていたところ金属片が跳ね、近くで作業をして
いたブラジル人労働者が右眼球破裂で失明した。代
表取締役は病院に搬送するなどの処置をせず、労働
者は翌日、自分で病院を受診した。労災保険を使わ
ずに治療をしていたが、同年 11 月頃に病院の顧問
弁護士・社会保険労務士から同労基署に連絡があり、
違反が発覚した。

4/3 JAXA( 宇宙航空研究開発機構 ) で人工衛星の
管制業務をしていた男性が 2016 年に自殺した問題
で、土浦労働基準監督署が自殺の原因に過重労働と
上司とのトラブルがあったとして労災認定したと遺
族が公表。システム会社の社員で 31 歳だった佐藤幸
信さんは、2015 年 10 月から JAXA の筑波宇宙センター
で温室効果ガスの観測などを行う人工衛星「いぶき」
の管制業務にあたっていた。およそ 15 時間におよぶ
夜間の勤務が月７回あったことや、上司からの叱責
が自殺の原因として、労災認定された。

  パナソニックの子会社「パナソニックアドバ
ンストテクノロジー」（門真市）に勤めていた男性が、
違法に解雇されたとして、従業員としての地位確認
などを求めた訴訟が、大阪高裁で和解した。会社側
が解決金として 3200 万円を支払う。3 月 14 日付。
男性は 2007 年組合活動を巡り、社長に「殺すぞ」な
どの暴言を受け、その後、適応障害と診断されて 13
年に解雇された。一審判決は「合理的な理由がない」
として解雇を無効と認め、会社に未払い賃金の支払
いを命じていた。労災認定や損害賠償を求める訴訟
も起こしていたが、和解を受けてすべて取り下げた。

4/11 沖縄県金武町金武区事務所に勤務した 20 代
男性職員が上司によるパワハラで自殺したとして、
両親が当時の区長と同僚の２人を相手に慰謝料など
計約 1 億円の損害賠償を求めて那覇地裁に訴訟を起
こした。沖縄労働基準監督署は既にパワハラ被害と
して労災認定している。男性は 2015 年５月に金武区
事務所へ就職、区長は当初から威圧的な態度で怒鳴
り、男性の人格や人間性を否定し、雇用を不安にす
るような発言を繰り返したという。男性はうつ病を
発症し 17 年５月に自殺した。

4/12 京都市山科区の勧修中のグラウンドで、交通
安全教室に出演していた「ワーサル」（東京都渋谷区）
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